
高学年児童の自己有用感を育む
「たてわり活動ハンドブック」の作成と活用

― 一人一人が活躍し、他者から認められる
異年齢交流活動の工夫を取り入れて ―
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高学年児童

下級生ともっと楽しく
活動するには？

教員の思い

児童主体の活動にしたい！
自己有用感を育むには？

・上級生の役割

・下級生との接し方
・多様な活動のポイント
活動への
見通し

共通理解

児童主体の
たてわり活動ハンドブック

高学年児童一人一人が活躍する

高学年児童の自己有用感を育む

児童主体の異年齢交流活動の工夫

友達や先生、下級生、家族など、たくさんの人

から「ほめられた・認められた・励まされた」と

いう体験によって、子どもたちの「自己有用感」

が育まれます。

「異年齢交流活動（たてわり活動）」におい

て、高学年児童が「下級生のために行動する」

「リーダーやフォロワーとなって全員が活躍す

る」ことで、「人と関わる楽しさや喜び」「人の

役に立てた」という気持ちを、体験を通して感じ

られるようにしましょう。

・リーフレット（７つの手立て）

・多様な活動の流れ
・ワークシートの活用法

たてわり遊び・たてわり清掃・学校行事（運動会）・たてわり長縄

仲間と協力して、他者のために
進んで行動する児童

高学年児童の自己有用感の育成

「ほめる・認める・励ます」 メッセージ

認められて
うれしい！

一人一人が
活躍できた！



輪番制でのリーダー体験による共同的な活動と、互いに認め合い、
自己有用感を育む取組により、児童同士の絆を深める

・ハンドブックの活用により教師の共通理解が図れた
・児童主体の異年齢交流活動と他者からの肯定的な
評価により、高学年児童の自己有用感を育めた

・「教師用ハンド
ブック」の活動

内容の充実

「輪番制」による
リーダー体験

教師も参加 下級生と
協力して活動

たてわり活動ハンドブックの活用は、教師の共通理解と児童主体の
異年齢交流活動を導き、全校体制による取組につながる

成果 課題

カードにめあてを記入・リハーサル

もっと仲間と
協力したい！下級生の役に

立ちたい！

多様な交流活動

を活用した異年齢交流活動

活動計画・Good Jobカード、ENJOYカード・たてわりコーナーの作成

１．児童主体の活動が‘仲間との絆づくり’につながります

２．‘輪番制’によるリーダー＆フォロワー体験が、子ども
たちの自信につながります

４．教師の共通理解が、児童主体の活動を成功させる鍵です

３．他者からの「ほめる・認める・励ます」メッセージが、
子どもたちのやる気を引き出します

子どもたちが活動内容を考えたり、創意工夫が生かせたりするような場をつくること

で、異年齢交流活動に主体的に取り組めるようにしましょう。
月１回程度の活動計画を立て、一人一人が役割を持ち、仲間と協力

して活動するという共同活動が、子ども同士の絆づくりにつながります。
教師の「居場所づくり」と児童の「絆づくり」が大切です。

人前で話すことが苦手、自分に自信がない、恥ずかしいと感じる子どもたちもいま

す。しかし、仲間に助けてもらいながらリーダー体験をすることも大切です。
高学年児童全員が、リーダー＆フォロワー（リーダーをサポートする）という両方

の役割を体験することで、リーダーの責任や大変さが分かり、フォロワーの役割につ
いても学ぶことができます。また、任された役割を成し遂げることで、達成感や自信
を持つことができます。

活動ごとに、個人の活動計画＆振り返りカードを作成しましょう。子どもたちが役

割を持ち、めあてを考え、活動したら、活動の振り返りをします。振り返りは、めあ
てに対しての感想を書きましょう。
カードを読み、子どもが頑張ったことに対して、他者（下級生・班の仲間・担当

教員・保護者）は、肯定的なメッセージをカードに書きましょう。他者からのほめ言
葉が、子どもたちの自信や次回の意欲につながります。

班やグループごとの活動になるので、活動の流れが同じになるように、活動のねら

いや流れを決めましょう。
教師は、児童の主体的な活動を見守ります。しかし、個別に配慮が

必要な児童がいたり、危険が予想されたりする場合は、適切な指導
が必要です。

異年齢交流活動で自己有用感を育む７つの手立て

児童主体のたてわり活動リーフレット
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カードに振り返りを記入

活動後に下級生・仲間・
保護者・担当教員から

肯定的なメッセージ
を受け取ります！

高学年児童の自己有用感の育成

一人一人が
活躍している！

仲間や下級生の
ために行動しよう！


